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薬系技官の職務とは
厚労省 安川薬事企画官に聞く

　“薬系技官“という職業を耳にしたこ
とはあるでしょうか。国家公務員とし
て厚生労働省で薬剤師に関係する制度
作りなどを担当されている方々のこ
とです。今回は、薬系技官の１人であ
る厚労省医薬・生活衛生局薬事企画官
の安川孝志さんにお願いし、日本薬学
生連盟広報部の山沢智（日本薬科大
学）、小林幸恵（東邦大学薬学部）ら
が聞き手となって、謎に包まれたお仕
事の内容や、今後の薬剤師を取り巻く
環境の変化などについて教えていただ
きました。

　――薬事企画官としての職務を教え
てください。
　薬事企画官とは薬系技官が配属され
る役職の一つです。国家公務員である
私たちは、世の中のルールを作ってい
くことが仕事であり、その中でも、厚
労省の薬系技官は薬剤師に関係するル
ールを作っています。例えば、薬学教
育や薬剤師国家試験の問題、薬剤師の
あり方、医薬品の認可、研究開発など
に関する制度を作ることが仕事になり
ます。
　薬事企画官は、厚労省の医薬・生活
衛生局総務課に所属しています。医薬
・生活衛生局総務課は、薬剤師のあり
方や薬局・医薬品販売業関係の政策、
例えば地域医療への関わり方、セルフ
メディケーション、医薬品の販売制度
などについて考えている部署であり、
薬剤師の職務に関する全般を取り持っ
ています。
　政策立案から実施までのプロセスに
関わるため、現場を知る目的で視察も
行います。現場の声を持ち帰ってルー
ルの改正や作成を議論し、検討を重ね
ています。これからの薬剤師の道筋を
作っていくため、責任を持って職務を
行っています。
　――様々な現場を見に行くことがで

きるのは魅力的ですね。
　そうですね、最先端のも
のを見に行ける楽しさや喜
びはあります。日本だけで
はなく、世界中の専門家や第一人者の
方々に話を聞きに行けるのは、まさに
国家公務員の特権であると思います。
多様な分野を知りたいという人にとっ
て、厚労省で働くことは非常に面白い
と思いますし、やりがいは非常に大き
いです。
　――国家公務員を目指したきっかけ
や就職の決め手は何だったのでしょう
か。
　私は1997年に京都大学薬学部を卒
業し、同年４月に厚生省（現在の厚労
省）に入省しました。当時、私の周り
にいた多くの薬学生にとって、大学院
に進み研究をすることは当たり前でし
たが、私は研究の道には行きませんで
した。研究自体は好きでしたが、一つ
のことをやり続けるのは向いていない
と気付き、研究を仕事にしている人に
は敵わないと思ったからです。薬剤師
として業務をするか、薬剤師のルール
作りを行う厚生省に就職するか、二つ
の道を考えていました。
　最終的に、薬剤師として現場で業務
をすることも大事ですが、その人たち

のために何かできる仕事をしてみたい
という思いがあり、厚生省へ就職しま
した。
　国家公務員は２年に１回のペースで
異動があり仕事内容が変わります。
私も就職して24年目ですが、13カ所

目の部署です。薬の審査や安全対策、
食品安全など様々な部署で仕事をし
ましたが、医療や薬剤師に関するこ
とに興味があって就職したので、現在
の部署の仕事にはやりがいを感じてい
ます。

　――薬局や薬剤師に関する制度作り
を担当している安川さんから見て、薬
局や薬剤師は今後どのように変化して
いくと思われますか。
　医薬分業が進み始めた平成の初めの
頃、薬局は院外処方箋の受け皿として、
処方箋をどう受け取り、調剤して薬を
渡すかということが一番大事でした。
医薬分業の進展とともに薬局の数は増
えていきました。一方で、医薬分業が
進み、外来患者の７割以上が院外処方
箋を受け取る状況になってきて、今度
は、薬局に行くメリットは何だろうか
ということが問われ始めています。

　薬局は、単に薬をもらって終わりと
いうイメージが強く、薬剤師とは何を
してくれる人なのかが、利用者目線か
らするとピンと来ていないと思いま
す。
　在宅医療や介護の現場でも薬剤師が
必要となる場面は多いはずですが、医
療や介護の関係者にも、まだその存在
意義を十分知られてはいません。例え
ば、高齢者が薬をいっぱい飲んでいて
大変そうでも、その方の介護に関わる
介護関係者が薬剤師に相談しようとい
う発想にはならないことが多いでしょ
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